
 

  理科 中学校 １ 小単元名「物質の状態の変化」 

本時の流れ（第３時）

○ 日常生活では意識しない水蒸気や塩

化ナトリウム、ブタンガスの変化を観察

し、状態変化の理解を深める。（思考・

判断、知識・理解） 

課題の把握 

実験による確かめ 

学習のまとめ 

【課題】 

『水の沸騰により生じる泡の正体は何かを、観察

を通して考えよう。』 

実験結果の予想 

【課題の把握】 
☆ 沸騰で生じる泡の正体は何なのか疑問をもたせる。
観察結果を手がかりに疑問を解決させる。 

☆ 水蒸気の性質を考えさせる。 

（指示）予想を書きましょう。「理由」を詳しく書

きましょう。

【学習のまとめ】 

☆ 実験の結果とそこから分かること、気付いたこと

等を分けて書かせることが重要である。気付いたこ

と、感想等を詳しく書き記させる。 
☆ 時間があれば、気付いたこと等について交流させ

るとよい。 

話合い 

本時の詳細
はこちら 

【予想】 

CICK 

CICK 

ワークシート

はこちら 

【予想に基づく討論】 
☆ 何を根拠にどのように予想したかについて意見交流
を行わせる。 

☆ 単に予想を出し合うことにとどまらず、「理由」の交
流が重要である。 

☆ 討論を振り返り、新たに気付いたこと、予想の変化
等について書かせる。 

（発問）どのように予想しましたか？ 

（指示）実験をして確かめましょう。 

結果をまとめましょう。 

状態変化が関係する

種々の実験を観察 

 【実験・観察】 

☆ 日常では簡単には体験できない、状態変化に関する

種々の実験を行い、生徒が驚きを感じ、より的確な概

念の獲得につながる体験をさせることが望ましい。 
☆ グループごとの実験が望ましいが、準備や安全上の

関係で無理であれば、教師が演示実験を行ってもよい。

☆ 第１時、２時の学習体験に基づき、理由を明らかに

しつつ予想させる。 
☆ 「理由」を詳しく書かせることが重要である。 

単元名 「身のまわりの物質」 
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